
2018年は明治維新から150年の大きな節目の年を迎えま
す。幕末から明治政府誕生に至る激動の時代に発行され
た旧ジャパンタイムズをデジタル化してアーカイブコン
テンツに追加することになりました。150 年前の社会情
勢が読み取れる数少ない貴重な資料を研究にお役立てく
ださい。

現ジャパンタイムズが発行される30 年ほど前の1865年９月８日（慶応元年７
月19日）に旧ジャパンタイムズがイギリス人チャールズ・リッカビーにより創
刊されました。今回収録されたコンテンツ『幕末期のジャパンタイムズ』には
日本の歴史に深く影響を与えたとされる英国人外交官アーネスト・サトウの寄
稿記事（後の『英国策論』の元となる記事や「遣欧使節日記」の抄訳）など貴
重な資料が含まれます。特に『英国策論』は明治維新に大きな影響を与えたと
されています。サトウが投稿したのはわずか22歳の時でした。

1860年代にさかのぼる貴重な
紙面データをジャパンタイムズ
アーカイブに追加しました

激動の時代
幕末期の日本を
記録した資料
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上智大学の鈴木雄雅教授（右）とジャパンタイムズ編集
局長大門小百合� 撮影：三浦義昭

『幕末期のジャパンタイムズ』発売記念特別企画

鈴木雄雅（すずき ゆうが）： 上智大学文学部新聞学科教授。専門はジャーナリズム(史)、国際コミュニケーショ
ン、オーストラリアのマスメディア研究。1997年4月～1999年３月まで上智大学文学部新聞学科長、2001年11
月に博士号（新聞学）を取得。上智大学以外でもマスコミュニケーション論、新聞史、日本近現代史、地域研究

（オセアニア）などの講義を担当する
大門小百合（だいもん さゆり）： 1991年、ジャパンタイムズに入社。報道部の政治、経済担当の記者を経て編集
デスクとなり、2006年から報道部長、2008年から編集局次長、2013年7月から執行役員。2013年10月1日から
執行役員編集担当

大門：新たにジャパンタイムズのデジタルアー
カイブに収録された旧ジャパンタイムズです
が、どのような意義があったとお考えですか？
鈴木：アーネスト・サトウの『英国策論』

（“British Policy”）が日本語の新聞ではなく、
旧ジャパンタイムズに載ったということが、そ
の存在の意義を後押ししています。
大門：そもそもサトウはなぜ旧ジャパンタイ
ムズに寄稿したのでしょうか？
鈴木：旧ジャパンタイムズは横浜で発行され
ていましたが、当時、横浜の外国人居留地
は数百人のコミュニティでした。その中で発
行者と知り合いだったというようなことは、サ
トウが『一外交官の見た明治維新』という自
叙伝でも触れています。彼がいろいろな意見
を言っていたら、じゃあ載せたらどうだという
ことになったのではないかと推測しています。
ジャパンタイムズやその前に発行されたジャ
パンヘラルドといった新聞の最大の役割は、
自由に物事を伝えるということで、そこに価値
がありました。
大門：外国人居留地で発行されていた新聞
だから自由に書けたのでしょうか？
鈴木：そうですね。開国に向かっていくけれど、
尊王攘夷の流れがある時代で、外国人居留
地だから出せたのであって、同じことを日本
語の新聞でやったら、外国語の新聞を居留
地以外のところで出したら、アウトでした。

大門：サトウの寄稿は英語でしたが、そのう
ち日本中に情報が漏れるかもしれないことは
想定していたでしょうか？
鈴木：漏れるというか、日本語に訳されて広
まってしまったというのは想定外だったかもし
れません。その背景には、その記事が面白い、
内容に影響力がありそうだと考えた人たちが
いたんでしょうね。
大門：他にも、サトウが翻訳した幕末の遣欧
使節の記録のようなものも掲載されているよ
うですね。
鈴木：これは僕もなかなか面白いなと思って
いるんですが、どうして載せたのか。チャー
ルズ・リッカビー（発行人）の要求だったのか。
サトウの外交官という肩書き、属性の影響が
まったくなかったとはいえないですよね。分
かりませんね。
大門：今回アーカイブに収録できたのは、旧
ジャパンタイムズの原本が残っていたからで
した。
鈴木：旧ジャパンタイムズが 1865 年から１
年弱、途中で欠号はいくつかありますが、しっ
かり残っているというのは、資料的価値、歴
史的価値があるわけですね。当時発行されて
いたジャパンコマーシャルニューズは原本が
ほとんど存在していませんし、ジャパンガゼッ
トもそんなに初期のころのものは残っていな
いんです。

大門：紙面の特徴についてお聞きしたいので
すが、私が読んだものは一面がシッピング関
係の話で始まっていました。われわれはコ
マーシャルについて議論していく、といったよ
うな趣意文が書いてあり、そこにフォーカスし
たいという意識があったのだと思います。
鈴木：最初から経済の話題を載せているの
が特徴かなと思いますね。例えば、ジャパン
ガゼットとかジャパンヘラルドといった 1860
年代に出された他の新聞と比べると、ちょっ
と異色ですね。
大門：他の新聞はそんなに経済色はなかっ
たのでしょうか？
鈴木：あまりそういうことを出していたわけで
はないですね。旧ジャパンタイムズが商業性
に重きを置いたのはそのとき意味があったと
いうことで、横浜、外国人居留地の存在が新
聞に携わった人たちにとってどういうもので
あったのか。つまり、世界とつなぐという意

ジャパンタイムズのデジタルアーカイブに1865年に創刊された旧ジャパンタイムズの紙面が新たに加わること
になりました。当時発行されていた新聞で、 今日でも紙面が確認できるものは少なく、 当時の様子を知る上で貴
重な資料といえます。この『幕末期のジャパンタイムズ』 発売にあたり、 ジャパンタイムズ編集局長の大門小百
合が、ジャーナリズム史が専門の上智大学の鈴木雄雅教授に、 旧ジャパンタイムズの資料的価値や紙面の特
徴などについて話を聞きました。

幕末から開国に至る時代の世相が知れる
数少ない、歴史的価値のある資料



研究資料を見せながらインタビューにこたえる鈴木雄雅教授� 撮影：三浦義昭

1866年３月16日号に掲載され、後に『英国策論』と呼ばれ
るようになったアーネスト・サトウが匿名で寄稿した記事

1865年９月29日号に掲載されたアーネスト・サトウによ
る「遣欧使節日記」の抄訳

味では、一番は商業です。港は世界とつなが
る、人とつながる場所でした。
大門：明治に入って日本語の新聞も発行さ
れ始めましたが、日本人が旧ジャパンタイム
ズからヒントを得たことも考えられるでしょう
か？
鈴木：ええ。英字新聞は発行された 1860
年代に助走路を作ったといえます。英語はと
もかくとして、紙面に出た記事など含め、日
本人に新聞とはどういうものかということを植
え付けていったと思います。
大門：紙面からは当時の様子が分かりますよ
ね。例えば、どういう犯罪が多かったとか。
鈴木：ええ、旧ジャパンタイムズ社から何か
盗まれたというような記事もあって。僕は新
聞がいかに社会のことを示しているかという
点に非常に関心がありまして、新聞は世相紙
といえます。研究者としてはそうしたところに
歴史的価値、資料的価値があると思っていま
す。
大門：ローカルな話題も出ていますよね。
鈴木：競馬やボートレースなどスポーツ関係
の記事も出てきます。横浜には自国民保護の
ためイギリスの連隊が置かれていましたが、
軍関係の人たちが競馬、ボートを始めました。
クリケットやライフル射撃みたいなものもあり
ましたね。フットボールクラブも 1866 年くら
いまでにはできていたようです。こうした記事
はスポーツというよりも、自分たちのコミュニ
ティの情報といった感じですね。ある意味、
ローカルニュースペーパーと位置付けられる
と思います。
大門：あとは貿易の話題も出ていて、シルク
の話とか出ていましたね。
鈴木：当時は貿易について、何がメインで伝
えられているかというと絹じゃないですか。多
く報道されているということは、社会的ニーズ
があるということです。横浜には群馬から生
糸が来ていました。
大門：そのシルクが横浜から海外に出て行く
ということですね。
鈴木：そうです。それで船はいつ入ってくる
とか、そういう情報がある程度大きく扱われ
ていたわけです。日本初の日本語日刊新聞で
ある横浜毎日新聞に、初期に掲載されていた
のはほとんどそうした情報でした。
大門：読んでみて他には、当時はまだ今のよ
うな新聞の書き方のスタイルは確立されてい
なくて、意見が書かれているという印象を持
ちました。「we」という言葉がよく使われてい
て、この時代の人たちがどういう思いを持っ
ていたのかが分かり、面白いと思いました。

鈴木：そうですね。この時代は印刷関係の人
たちがこういう媒体を作り、購読料をとれま
すから、新しい収入先になったわけです。だ
から始めたんですね。記事はこう書いたら人々
に読まれる、買われるということが分かってき
て、徐々にジャーナリストが生まれてくると。
大門：一方で、日本を読み解く上でも旧ジャ
パンタイムズが使われた可能性はあります
か？
鈴木：ええ。外国航路の船舶の出航にあわ
せて、月に２回ぐらい、旧ジャパンタイムズ
を海外にも送っていました。旧ジャパンタイ
ムズに掲載された記事を海外向けに再編集し
たものです。日本の文化や社会についての記
事が多いですから、編集者は意識したんでしょ
うね。旧ジャパンタイムズは、海外向けのも
のを出して、日本の社会・文化を知らせる役
割を果たしたことは事実ですね。
大門：われわれとしてはこの旧ジャパンタイ
ムズを多くの方に読んでいただきたいと思っ

ていますが、改めてこの新聞は研究者の方々
にとってどういう歴史的価値がありますか？
鈴木： 1860 年代、幕末から開国へ向かう中
での日本の様子、社会事情を示している数少
ないものです。60 年代後半になると日本語
の新聞が出てきますが、幕府のコントロール
下にあり、それらはある程度制限された中で
の発行でした。
大門：旧ジャパンタイムズは幕府のコント
ロール下にはなく、比較的自由に書かれてい
たと。
鈴木：英字新聞のポイントは自由に書けてい
たことにあったと思います。また新聞はこの当
時、主観的に書かれていましたから、公文書
に「事実」として書かれていることに対する
人々の見方が表われていたといえますね。さ
らに、英字新聞を通してジャーナリズムが確
立していく段階が見てとれます。これだけの
ものが残っていて、ある一定の期間見られる
ので、非常に重要な資料だと思います。



上智大学教授　鈴木雄雅  
（専門：ジャーナリズム史）

デジタルアーカイブに収録されてい
る旧ジャパンタイムズは、1865 年９
月８日（慶応元年７月 19 日）、西イ
ンド中央銀行の元横浜支店支配人で
あったイギリス人銀行家チャールズ・
リッカビーによって横浜の外国人居留
地で創刊され、英字新聞の草分け的存
在の一つである。４～８ページ建てで、
週刊で発行された。

1859 年に開港した横浜ではジャパ
ンヘラルド（1861 年創刊）やジャパ
ンパンチ (1862 年創刊 )、ジャパンコ
マーシャルニューズ（1863 年創刊）
が発行され、海外の情報が流れ込み始
めていた中、旧ジャパンタイムズも発
行された。

旧ジャパンタイムズは船舶情報や商
業広告、国内外のニュース、裁判記事
を掲載しており、幕末、開国時にかけ
て揺れ動く日本社会の様子を、外国人
の眼から見た貴重な記録である。裁判
記録、商業会議所記録、領事館公告の
みならず競売や電信広告などを通し
て、1860 年代半ばの居留地の様子を
知ることができるのは興味深い。旧
ジャパンタイムズはロンドンやパリに
通信員を置き、横浜の地から世界に向
けて情報を発信していたといえる。

本デジタルアーカイブでは、旧ジャ
パンタイムズの創刊号（1865 年９月
８日付）から 1866 年６月 30 日付ま
での 42 号分を閲覧することができ、
幕末日本の社会・世相を読み取ること
もでき、貴重な史料といえる。

旧ジャパンタイムズは副題に「商業・
政治・一般ニュース週刊紙」と掲げ、
貿易第一主義を標榜した。貿易産品の
輸出入状況や市場情報など経済ニュー
スを多く取り上げていた。横浜では当
時、ジャーディン・マセソン商会（長
崎ではグラバー商会）のような巨大商
社が台頭する一方、神戸の開港は遅れ
ていた。日本経済を取り巻く諸問題を
中心に紙面で訴えようとしたのであろ
う。

その一方で、英国公使館通訳のアー
ネスト・サトウによる「遣欧使節日
記」の抄訳（第２号から）や『英国策
論』（“British Policy”）（第 28 号はじめ、
３回にわたり掲載。翻訳されたものが
市中に出回り大きな反響を呼んだ）な
ども掲載されている。

こうしたこともあってか、旧ジャパ
ンタイムズは会訳社（旧番所調所）が

『日本新聞』の題字で筆写し、翻刻新
聞として訳され、出版されていた。邦
字紙にも、しばしば「横浜新聞紙タイ
ムスより抄出す」として記事が訳出さ
れていたのである。

なお、このデジタルアーカイブに収
録されている旧ジャパンタイムズとは
別に、ジャパンタイムズ・デイリー・
アドバタイザーという広告主体の日刊
版、さらに外国航路の船舶の出航に合
わせ、ほぼ隔週で発行されたジャパン
タイムズ・オーバーランド・メイルも
出版されていた。

このように、本資料は幕末期におけ
る外国人居留地の様相を多角的に読み
取ることができ、当時の政治・経済・
社会・文化を知ることができる貴重な
英字媒体といえる。
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